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ア
フ

ガ
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の
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関
係

国
際
関
係
の
本
質
的
な
潮
流
を

つ
か
む
う
えで、
大
新
聞が
大
見

出し
で
報
ずる
配
事
よ
り
も、
ほ

ん
の
小
さ
なベ
タ
記
取
や
知
名
度

の
低い
新
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出
る
報
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置
要
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な
意
味を
持っ
て
い
る
と
と
が
し

ば
し
ば
あ
る。

と
と
に
紹
介
する
『
淡
古
消
息

報』
は、
そ
の
よ
う
な一
般に
は

知
ら
れ
て
い
ない
が
重
要
念
ミニ

新
聞の
典
型
だ
と
い
っ
て
よい。

ζ
の
新
聞
は、
し
か
し、
一
九二

九
年の
創
刊とい
う
歴
史の
古い

新
聞で、
毎
週一
回、
ゥ
ヲン
パ

ー
トル
でモ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国

の
国
営モ
ン
ツ
ア
メ
通
伺
社か
ら

発
行さ
れ
て
い
る
タ
ブロ
イ
ド
判

の
慈
字
紙で
あ
る。

今
春
以
来、
モ
ン
ゴ
ル
で
は
在

留
中
国
人
の
集
団
帰
国
を
め
ぐっ

て
ト
ラ
ブル
が
生
じ
た
が、
と
の

新
聞
は、
モ
ン
ゴ
ル
に
約
七
O
O

O
ない
し
は一
万二
O
O
O
入
住

ん
でい
る
とい
わ
れ
る
そ
れ
ら
の

「
留
滋
務
僑」
を
対
畿に
し
た
新

聞で
あ
る。

し
か
し
ウ
ラン
パ
l
トん
の
よ

うに、
西
側
の
新
聞
記
者が
常
駐

し
て
い
ない
「
践
の
孤
ぬ」
の
よ

う
な
都
市で
あっ
て
み
れ
ば、
と

の
よ
う
な
国
営
通
信
社の
新
聞に

も、
世
界に
報
じ
ら
れ
ない
置
要

ニ
ュ
ー
ス
が
峨
る
と
と
も
多い。

い
ま
私の
手
元
に
あ
る｝
九
八

三
年
七
月二一一一
日
付の
『
円高
古
消

円品
報』
に
は、モ
ン
ゴ
ル
を
友
好
訪

問
し
た
ア
フ
ガニ
ス
タン
の
カル

マ
ル
議
長ら
党・
政
府
代
表
団
と、

モ
ン
ゴ
ル
側
の
ツエ
デン
パ
ル
役

記
長ら
と
の
あい
だ
で
挙
行さ
れ

た
七
月一一一
日の
友
好
集
会の
模

様、
お
よ
び
同一
三
日
付のモ
y

ゴ
ル・
ア
フ
ガニ
ス
タン
共
同
声

明
が
掲
滋さ
れ
て
い
る。

ア
フ
ガニ
ス
タン
とモ
ン
ゴ
ル

の
あい
だに
は、
ア
フ
ガユ
ス
タ

ン
で
王
制
が
打
倒
さ
れ
たの
ち
の

一
九
七
三
年
七
月に
「モ
ン
ゴ
ル

．
ア
フ
ガニ
ス
タン
友
好
協
力
条

約」
が
締結
さ
れ
て
い
る
の
だ

が、
ソ
迎
箪の
ア
フ
ガニ
ス
タン

軍事
進
駐
以
来は
や
四
年
目
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
る
今
日、
一
般

に
は
西
側
諸
国の
自の
届か
ない

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陵
の
内
掘削
で、

治々
と
ソ
迎
国
社
会
主
義
国
同
士

の
交
流が
進み、
ア
フ
ガニ
ス
タ

ン
問
題の
既
成
事
実
化が
図
ら
れ

て
い
る
ζ
と
に
注
目
し
ない
わ
け

に
は
ゆ
か
ない。

大
陸
貫
く
さ
ニ
枢
軸

モ
ス
ク
ワ
か
ら
す
れ
ばモ
ン
ゴ

ル
と
ア
フ
ガニ
ス
タン
は、
と
も

に
隣
接
する
内
陸
閏
と
し
て
戦
略

上
も
窓
商店で
あ
る
ば
か
り
か、
と

もに
ソ
迎の
影
響
下に
あ
る
よ泌

牧
社
会
主
義
国d
で
も
あ
る
の

で、
つ
ね
にモ
ス
ク
ワ
を
中
心
と

し
たこ
つ
の
対
称
点と
し
て
認
絵

し、
行
動し
て
き
た
の
で
あっ

た。
ソ
連の
ア
フ
ガユ
ス
タン
進

駐
もと
の
よ
う
な
地
政
学
的
状
況

が
背長に
あっ
た
とい
え
よ
う。

し
か
し、
と
う
し
て
ひ
と
た
び
既

成
模
災が
出
来上
が
る
と、
今
度

除、
そ
の
本
突が
新しい
発
肢を

する
の
で
あ
り、
ウ
ラン
パ
1
ト

ル
H
カ
プ
ーん
とい
うミユ
叙
駄

が、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸を
貫い
て

い
ま
や
形
成さ
れつ
つ
あ
る。

ζ
の
よ
う
な
動
き
を、
従
来の

中
国
な
ら、
大い
に
嘗
戒
する
と

と
ろ
で
あ
ろ
う
が、
円以
近は
中
関

自
身が
中ソ
改
普へ
と
動
き
出し

て
い
る
の
で、
さ
し
て
気に
な
ら

ない
と
見
えて、
中
国
は
沈
黙
を

守っ
て
い
る。
そ
れ
ば
か
り
か、

最
近は
中
家
関
係に
も
改
普へ
の

励
き
が
出
始め
て
お
り、
過
般の

「
留
援
護
抗ど
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ

ル
も
大
き
な
間
短に
は
発
浪し
な

かっ
た。

（
国
際
コ
ン
フ
ィ

デ
ン
シ
ャ

ル
は

本
号
を
も
っ

て
終
わ
り
ま
す）
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